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特 集

働き方改革関連法の
概要について

　平成30年６月29日に「働き方改革を推進するための関係法律の整備に関する法律」（「働き方
改革関連法」）が国会で成立しました。
　今回の法改正では、「労働時間法制の見直し」と「雇用形態に関わらない公正な待遇の確保措
置の導入」が大きな特徴となっています。
　本稿では、「働き方改革関連法」のポイントとともに、中小企業・小規模事業者に特に影響が
大きい事項に焦点を当てご紹介します。
　なお、「働き方改革関連法」の詳細につきましては、厚生労働省のＨＰにてご確認ください。
　★厚生労働省ＨＰ
　https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000148322.html

　

我
が
国
は
、「
少
子
高
齢
化
に
伴
う
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
」、「
育
児
や
介
護
と
の

両
立
な
ど
、
働
く
方
の
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
」
な
ど
の
状
況
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
投
資
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
生
産
性
向
上
と
と
も
に
、
就
業

機
会
の
拡
大
や
意
欲
・
能
力
を
存
分
に
発
揮
で
き
る
環
境
を
作
る
こ
と
が
重
要
な
課

題
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
働
き
方
改
革
」
は
こ
う
し
た
課
題
の
解
決
の
た
め
、
働
く

方
の
置
か
れ
た
個
々
の
事
情
に
応
じ
、
多
様
な
働
き
方
を
選
択
で
き
る
社
会
を
実
現

し
、
働
く
方
一
人
ひ
と
り
が
よ
り
良
い
将
来
の
展
望
を
持
て
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

■ 中小企業・小規模事業者の働き方改革 ■ 働
き
方
改
革
の
目
指
す
も
の
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働
き
過
ぎ
を
防
ぐ
こ
と
で
、働
く
方
々
の
健
康
を
守
り
、多
様
な
「
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」
と
「
多
様
で
柔
軟
な
働
き
方
」
を
実
現
す
る
た
め
、
左

記
の
よ
う
な
新
た
な
措
置
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

【
改
正
】
労
働
基
準
法
、
労
働
安
全
衛
生
法
、
労
働
時
間
等
設
定
改
善
法

　

時
間
外
労
働
の
上
限
に
つ
い
て
月
45
時
間
、
年
３
６
０
時
間
を
原
則
と
し
、
臨
時

的
な
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合
で
も
年
７
２
０
時
間
、
単
月
１
０
０
時
間
未
満(

休

日
労
働
を
含
む)

、
複
数
月
平
均
80
時
間(

休
日
労
働
含
む)

を
超
え
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

■ 残業時間の上限規制 ■

【
新
た
な
措
置
の
内
容
】

　

①
残
業
時
間
の
上
限
を
規
制

　

②
「
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
」
制
度
の
導
入

　

③
年
５
日
間
の
年
次
有
給
休
暇
の
取
得
を
企
業
へ
義
務
付
け

　

④
月
60
時
間
を
超
え
る
残
業
に
対
す
る
割
増
賃
金
率
の
引
上
げ

　
　

▼
中
小
企
業
の
割
増
賃
金
率
を
現
行
の
25
％
か
ら
50
％
へ
引
き
上
げ

　

⑤
労
働
時
間
の
状
況
の
客
観
的
な
把
握
を
企
業
に
義
務
付
け

　

⑥
「
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
」
の
拡
充

　
　

▼ 

労
働
時
間
の
調
整
が
可
能
な
期
間(

清
算
期
間)

を
延
長
（
１
ヶ
月
↓

３
ヶ
月
）

　
　

▼ 

子
育
て
や
介
護
と
い
っ
た
生
活
上
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
労
働
時
間

の
設
定
を
可
能
に

　

⑦
「
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
」
の
新
設

　
　

▼
前
提
と
し
て
、
働
く
人
の
健
康
を
守
る
措
置
を
義
務
化
（
罰
則
あ
り
）

　
　

▼
対
象
を
限
定(

一
定
の
年
収
以
上
で
特
定
の
高
度
専
門
職
の
み
が
対
象)

【
施
行
期
日
】
平
成
31
年
４
月
１
日

※
中
小
企
業
へ
の
適
用

「
①
残
業
時
間
の
上
限
規
制
」　

平
成
32
年
４
月
１
日

「
④
月
60
時
間
超
の
残
業
の
割
増
賃
金
率
の
引
上
げ
」　

平
成
35
年
４
月
１
日

残
業
時
間
の
上
限
規
制
に
つ
い
て

Ⅰ

労
働
時
間
法
制
の
見
直
し

POINT
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使
用
者
は
、
10
日
以
上
の
年
次
有
給
休
暇
が
付
与
さ
れ
る
全
て
の
労
働
者
に
対
し
、

毎
年
５
日
、
時
季
を
指
定
し
て
有
給
休
暇
を
与
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

同
一
企
業
内
に
お
い
て
、
正
規
雇
用
労
働
者
と
非
正
規
雇
用
労
働
者
と
の
間
で
、

基
本
給
や
賞
与
な
ど
の
個
々
の
待
遇
ご
と
に
、
不
合
理
な
待
遇
差
を
設
け
る
こ
と
が

禁
止
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
裁
判
の
際
に
判
断
基
準
と
な
る
「
均
衡
待
遇
規
定
」、「
均

等
待
遇
規
定
」
の
内
容
が
パ
ー
ト
・
有
期
・
派
遣
で
統
一
的
に
整
備
さ
れ
ま
す
。

【
新
た
な
措
置
の
内
容
】

　

①
不
合
理
な
待
遇
差
を
な
く
す
た
め
の
規
定
の
整
備

　

②
労
働
者
の
待
遇
に
関
す
る
説
明
義
務
の
強
化

　

③ 

行
政
に
よ
る
事
業
主
へ
の
助
言
・
指
導
等
や
裁
判
外
紛
争
解
決
手
続(

行
政
Ａ

Ｄ
Ｒ)

の
規
定
の
整
備

【
施
行
期
日
】
平
成
32
年
４
月
１
日

　

※ 

中
小
企
業
に
お
け
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働
法（
注
）の
適
用
は
平
成

33
年
４
月
１
日

　

（
注
） 

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
は
有
期
雇
用
労
働
者
も
法
の
対
象
に
含
ま
れ
る
こ

と
と
な
り
、
法
律
の
略
称
も
「
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働
法
」
に

変
わ
り
ま
す
。

年
５
日
の
年
次
有
給
休
暇
の
取
得(

企
業
に
義
務
付
け)

に
つ
い
て

不
合
理
な
待
遇
差
を
な
く
す
た
め
の
規
定
の
整
備

　

同
一
企
業
内
に
お
け
る
正
規
と
非
正
規
と
の
間
の
不
合
理
な
待
遇
の
差
を
な

く
し
、
ど
の
よ
う
な
雇
用
形
態
を
選
択
し
て
も
待
遇
に
納
得
し
て
働
き
続
け
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
左
記
の
よ
う
な
新
た
な
措
置
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

【
改
正
】
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
、
労
働
契
約
法
、
労
働
者
派
遣
法

Ⅱ

雇
用
形
態
に
関
わ
ら
な
い
公
正
な
待
遇
の
確
保

POINT
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◆
支
援
の
対
象
と
な
る
方
◆

　

全
て
の
事
業
主
の
方
が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。 

【
相
談
事
例
】

○
36
協
定
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い

○
非
正
規
の
方
の
待
遇
を
良
く
し
た
い

○
賃
金
引
上
げ
に
活
用
で
き
る
国
の
支
援
制
度
を
知
り
た
い

○
人
手
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
か
教
え
て
ほ
し
い

○
助
成
金
を
利
用
し
た
い
が
利
用
で
き
る
助
成
金
が
分
か
ら
な
い　

等

◆
セ
ン
タ
ー
の
支
援
内
容
◆

　

各
セ
ン
タ
ー
に
配
置
し
て
い
る
、
社
会
保
険
労
務
士
な
ど
の
専
門
家
が
、
無
料
で

事
業
主
の
方
か
ら
の
労
務
管
理
上
の
悩
み
を
お
聞
き
し
、
就
業
規
則
の
作
成
方
法
、

賃
金
規
定
の
見
直
し
や
労
働
関
係
助
成
金
の
活
用
な
ど
を
含
め
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

い
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

【
群
馬
県
働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
】

　

Ｔ 
Ｅ 
Ｌ　

０
１
２
０

－

４
８
６

－

４
５
０

　

住　
　

所　

前
橋
市
元
総
社
町
５
２
８

－

９
（
群
馬
県
社
会
保
険
労
務
士
会
内
）

　

受
付
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

　

非
正
規
雇
用
労
働
者
は
「
正
社
員
と
の
待
遇
差
の
内
容
や
理
由
」
な
ど
、
自
身
の

待
遇
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
事
業
主
は
、
非

正
規
雇
用
労
働
者
か
ら
求
め
が
あ
っ
た
場
合
は
、
説
明
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

【
改
定
前
↓
改
定
後
】
○
：
説
明
義
務
の
規
定
あ
り　

×
：
説
明
義
務
の
規
定
な
し

パ
ー
ト

有　

期

派　

遣

待
遇
内
容(

※)

（
雇
い
入
れ
時
）

○
↓
○

×
↓
○

○
↓
○

待
遇
決
定
に
際
し
て
の
考
慮
事
項（
求
め
が
あ
っ
た
場
合
）
○
↓
○

×
↓
○

○
↓
○

待
遇
差
の
内
容
・
理
由
（
求
め
が
あ
っ
た
場
合
）

×
↓
○

×
↓
○

×
↓
○

※
待
遇
内
容
と
は
、
賃
金
、
福
利
厚
生
、
教
育
訓
練
な
ど

①
均
衡
待
遇
規
定
の
明
確
化

　

そ
れ
ぞ
れ
の
待
遇(

※
１)

ご
と
に
、
待
遇
の
性
質
・
目
的
に
照
ら
し
て
適
切
と
認

め
ら
れ
る
事
情
を
考
慮
し
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
旨
を
明
確
化

　
《
均
衡
待
遇
規
定
の
内
容
》

　

① 

職
務
内
容(
※
２)

、
②
職
務
内
容
・
配
置
の
変
更
範
囲
、
③
そ
の
他
の
事
情
の

相
違
を
考
慮
し
て
不
合
理
な
待
遇
差
を
禁
止

②
均
等
待
遇
規
定
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
対
象
と
し
て

　

新
た
に
有
期
雇
用
労
働
者
を
追
加

　
《
均
等
待
遇
規
定
の
内
容
》

　

① 

職
務
内
容(

※
２)

、
②
職
務
内
容
・
配
置
の
変
更
範
囲
が
同
じ
場
合
は
差
別
的

取
扱
い
を
禁
止

　

※
１　

基
本
給
・
賞
与
・
役
職
手
当
・
食
事
手
当
・
福
利
厚
生
・
教
育
訓
練
な
ど

　

※
２　

業
務
の
内
容
＋
責
任
の
程
度

働
き
方
改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内

労
働
者
の
待
遇
に
関
す
る
説
明
義
務
の
強
化

　

働
き
方
改
革
に
向
け
て
、
特
に
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
方
々
が
抱
え

る
様
々
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口
と
し
て
、「
働
き

方
改
革
推
進
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
47
都
道
府
県
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。


